青明舎　　フェイスシート

平成22年6月21日　担当：福士　一

	登　録　者
	氏　名　佐藤　朗子　様　　　　　男・女　　　　昭和53年3月14日生（32歳）

	
	住　所　八戸市沢里字二ッ屋1-32　　電話　0178－22-7612

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	平成13年8月頃（26歳時）
	罹 患 期 間
	約8年

	
	入院回数
	１回
	延べ入院年数
	約8ヶ月

	医療機関
	青南病院　（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	木曜日（隔週）

	医療区分
	国保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	年金
	

	
	就労
	月100,000円

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　寿楽荘（週5日）、ナイトケア（月1回）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成15年10月24日
	身長
	cm
	体重
	kg

	最終学歴
	米沢短期大学卒業

東北福祉大学　中退
	免許・資格
	第一種普通自動車免許

	職　歴
	なし

	保　護　者
	氏　　名　　　　佐藤　礼子　様　　　　　　　続柄　　母親　（同居　・否）

	利用目的

· 就労、生活に関する相談

	入院・治療歴

①H13.8～　　　　　外来　武者クリニック 

②H13.8～H14.3　　　入院　青南病院

③H14.3～H14.10　　外来　三川クリニック

④H14.11～H17.9　　外来　三川クリニック

⑤H17.9～　　　　　外来　青南病院

	生活歴

八戸市にて出生。聖ウルスラ学院卒業後、山形米沢短期大学に入学。短大卒業後、就労に自信がない事から東北福祉大学に編入するが、単位が取れず留年している。H13.6頃よりヘルパーの講習を受けている。同年7月頃より、仙台の伯母宅で七夕の手伝いを行っているが、8月に入ると伯母宅で急に泣き出すなどの不安定な状態となっている。

H13.8.9の朝突然「殺される」と叫び、下半身露出し、階下の大家宅へ怒鳴り込む事あり、大家の通報にて警察保護され精神科の武者クリニック（仙台市）を受診。滅裂言動あり入院の必要あることから、同日、八戸に帰省し、当院へ救急入院となる。

入院時、服薬への拒否見られていたが説明で応じる事が出来ている。周囲を気にする様子あるが、搭に問題行動は見られていない。時折、妄想に関した発言聞かれているが行動化することはなく、幻聴については服薬後改善したと振り返りを行う事が出来るようになっている。その後、プログラム参加により積極的な言動見られるようになり、徐々にストレスへの耐性もついてきた事からH14.3.8退院となっている。

退院後は、みかわ神経科内科クリニックへの通院と当院デイケアへの通所を継続していたが、当院への転院希望があり、H17.9.1より当院での外来通院を始める。
その後、徐々に将来への目標を持つ事が出来るようになり、大学入学を希望。入学資金を貯める為に就労を希望するようになり、自分で就労訓練を行える場所を探して、青明舎へ相談を繰り返していた。

H18.2.20から特別養護老人ホーム寿楽荘へ職場実習を開始し、そのまま社会適応訓練へと移行。

H20.4月、社会適応訓練の利用期間が終了し、そのままパート雇用となる。その為、デイケアを退所し、正式にナイトケアを利用する事になる。H21.4月には正職員として雇用。



	 



 SHAPE  \* MERGEFORMAT 
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

家族構成は本人、父、母、弟2人。

母親が本人に対し協力的であり、生活面での支えになっている。本人も生活面や健康面また就労等の相談は母親に行っている。


平成22年6月21日（月）

	氏　名
	　佐藤　朗子　様
	男・女
	生年月日
	昭和53年3月14日生（32歳）


	長期目標（中期・短期）

	病状を悪化させることなく安定した就労生活を送る


	これまでの経過　　（最終評価日　平成21年7月20日）

	【これまでの就労実施状況】

寿楽荘（洗濯場）

H18．2…体験実習開始（週2日、1日2時間）

H18．5…社会適応訓練開始（週2日、1日2時間）

H20．4…アルバイト就労開始

H21．4…正職員として就労（週5日、1日8時間）

【前回までの経過】

〈就労状況〉

・訓練内容については洗濯物をたたんだり、洗濯機・乾燥機を回すなど洗濯場での作業は一人でも行うことができている。対人面で緊張感が強く疲労感を感じることはあるが、一人で行う作業については「自分に合っている」と話している。

・一緒に作業しているスタッフ（知的障害者）が独語をすることについて「気になる、ストレスが溜まる」という訴えがある。平成21年7月に吐き気と胃痛のため仕事を2日欠勤しており、後日青明舎スタッフと面談している。どうしてもストレスとなる場合は業務内容を変更し対象者と距離を置くこともできることを伝えている。

〈通所利用〉

・平成20年2月よりナイトケア利用（月1回木曜日）している。フルタイムの就労をしていることもあり、休日が木曜日に重なった時のみの利用となる。利用時は他利用者やスタッフに生活や就労に関する相談をすることができている。

〈資格取得〉

・現在福祉住環境コーディネーターの資格取得（平成21年10月試験）を目指して勉強している。資格取得後は社会福祉士の資格も取得したいと話している。（H21.9月、東北福祉大学の説明会を受けている）

【現在の状況】

〈就労状況〉

H21.12月

・職場での休憩時に周りの人が自分の事を話しているような気がしてストレスがたまるとの事。最近の環境の変化として、福祉環境コーディネーター取得の為、休みの日に図書館に勉強していた事や業務内容が増えた事が要因かもしれないと、自己の振返りが出来ている様子である。事業所、本人と相談の上、３日間の有休で対応して、その後は調子が良いとの事。現在も目標に「社会福祉士」「福祉環境コーディネーター」「介護予防」など、目標をいくつもあげている様子だが、仕事への影響はでていないと話す。

H22.5月

・最近、人事異動があり、新任の担当者との関わりが出来なく、相談しずらいと話す。また、同僚の話し方がきついなど、人間関係でのストレスを挙げている。その他にも福祉関係の資格を取得した為、資格を活かせる持ち場に行きたい等、職場内の移動を希望している。10月に放送大学への編入を希望

	・同僚への不満や自己のステップアップ目的に移動を希望していたが、気持ちの混乱がある為、現在のストレスの要因やステップアップの焦りなどを整理し、今行うべき事を考えるよう説明している。

〈通所利用〉
・利用する頻度は少なく、利用しない月もある。利用した際にはスタッフに生活や就労に関する相談をすることができている。

〈資格取得〉

・福祉住環境コーディネーター2級を取得（H22.1月）。

・メンタルヘルスマネジメント3種取得（H22.3月）

・10月に放送大学への編入を希望。（障害学習や福祉関係の資格取得を考えているとの事）




問題点

1 就労生活において対人面でのストレスを訴えている

2 試験勉強など本人にかかる負担が大きい

	支援内容
	介入方法
	支援期間

	対人面でのストレス軽減・対処方法の検討
	· 青明舎スタッフの定期的な面談により本人の話を傾聴し、ストレス軽減を図ると共に対処方法について検討する。

· 就労先担当者との連携により、本人の状況を把握。必要に応じて業務内容を変更し、ストレスの軽減を図る。

· 他機関との情報交換で、現在の状況を密に把握し、対応する。

（外来・通所・事業所・青明舎）

· ナイトケアでの対人関係に関する目標、リハビリの成果を確認。必要であれば、職場での状況を確認し、目標の再設定を行う。
	3ヶ月

	就労、勉強の負担軽減
	· 放送大学への編入については、主治医、関係機関へ相談するとともに今までの状況の振返りを行う。

· 本人の大学編入への希望を尊重するとともにメンタル面でのストレス耐性、就労と勉学の両立についての課題分析を共に考え、関係機関でビジョンを共有する。

· 就労状況を確認しつつ、本人にかかる負担が大きいようであれば労働時間の調整することや、試験勉強について本人と検討し、負担を軽減していく。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：　福士　一

修正プラン実施評価日： H22年6月21日（月）　青山荘地域交流活動室

ナイトケア情報

「自分から話をするのが苦手」と話されているが、自分から覇なしかけようとする努力は見られており、仕事や趣味にと意欲的に取り組む事が出来ている。

ナイトケア目標

1） 基本的な生活習慣を身に付ける

2） 対人関係を学ぶ

3） 共同生活を覚える

4） 現実的判断を学ぶ

5） 作業能力、持続性の向上

病識をつける

H22.1

1月7日来所しており、職場の様子について報告あり。新しく青明舎から紹介されて入った方が、口調が怖くイライラすると訴えあり。「青明舎から相談された人だから、相談し辛い。相談しても良いと思いますか？」と相談あり、自分の仕事上の問題として相談してみるように説明している。

資格取得を考えている資格が沢山あると報告あり、受験資格など相談受けている。受験費用の点については、大学の為に貯めていたお金を使おうと考えているとの事。大学受験はよいのか確認すると、「大学でお金を使ってしまうのは馬鹿らしく感じた」と話す。

現在、受験を考えている資格も3つほどあり、すでに1点は受験し合格発表を待っている状態との事。自己採点の結果、合格は確定していた為、自分への合格祝いに新しくゲームを購入したと話している。ゲームの総額は4万円を越したと報告されている。

お金を貯める事を今まで目標とし、ある程度の金額は溜まっていると話す為、使いすぎないように説明している。













家族構成
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